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菊川市立総合病院広報

新たに20人の職員が誕生！

〒439-0022 静岡県菊川市東横地 1632番地　TEL：0537-35-2135(代 )・FAX：0537-35-4484
URL　https://www.kikugawa-hosp.jp

　新年度への気持ちを新たにする一方、新型コロナウイルス
感染症の先行きが見通せない中でのスタートとなった４月１日、
医師、看護師、医療技術職、事務職のフレッシュな20人が菊川
市立総合病院の職員として新たに加わりました。
　菊川市立総合病院は、感染症対策を徹底し、何よりも大切な皆さまの命と健康を守り、今後も地域の皆
さまが安心して暮らせるよう職員一丸となって努力します。

令和 2年 5月21 日発行

　当院にある産科「ルピナス」を皆さまご
存じでしょうか？
　今年度のホスピアでは、ルピナスで働く助
産師から、当院産科の紹介や助産師の仕事
などを「ルピナス通信」としてお届けします。

お母さんと赤ちゃんを全力でサポートします

　３月16日、公益財団法人村
岡財団様より介助型車椅子
を寄贈していただきました。
　寄贈いただいた車椅子は、
当院患者さまの介助に活用
し、大切に使用させていただ
きます。ありがとうございま
した。

公益財団法人　村岡財団様より介助型車椅子を寄贈 (有)松下シート様より菊川市家庭医療センターに
フェイスシールドとガウン型エプロンを寄贈
　４月27日、(有)松下シート様より菊
川市家庭医療センターにフェイス
シールド50枚とガウン型エプロン10
枚を寄贈していただきました。
　寄贈いただいた防護具は、大切に
使用させていただきます。ありがとう
ございました。

あかっち
クリニック菊川病院

菊川病院HP

Lupinus communication vol.1

（松本院長（前列中央）及び新規採用職員　集合写真）

恒例となった桜の木の下での写真撮影。
この数日後、今年もきれいに開花しました。

寄贈いただいたフェイスシールドと
ガウン型エプロン
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ルピナス通信

　当院産婦人科は、約10年波瀾万丈、山あり谷ありの期間でした。
　産婦人科医の退職によって院内助産所ルピナスを設け、約１年間助産
師のみでリスクの少ない分娩を受けていた期間もありました。ルピナス
は、春から初夏にかけて青や紫、白や黄色など色とりどりの花を咲かせ、
『いつも幸せ』、『あなたは私の安らぎ』、『母性愛』などの花言葉を持ちま
す。助産所の愛称にぴったりだと思いました。
　その後、医師による産科が再開し現在に至っています。現在、産婦人科
外来と病棟は、運営が一元化されており、外来から入院、そしてまた外来
と、同じスタッフで関わらせていただいています。患者さまにとって、見た
ことのあるスタッフが常に身近にいるように感じてくださればいいなと思
います。
　入院中、産科スタッフは、お母さんと赤ちゃんに時間をかけてゆっくり関
わることで、アットホームな雰囲気で入院生活を過ごしていただけるよう心
掛けています。一例一例、一つとして同じお産はありません。人には、それぞれ『生まれ方』があります。お
母さんにとっても赤ちゃんにとっても、貴重な一例のお産に関わらせていただけることは、助産師の特権
であり、幸せでもあります。
　出産後は、母児同室でお母さんが赤ちゃんとの生活に慣れ、授乳やオムツ交換など、育児全般の練習

を始めます。入院中の部屋には自由に書けるノートがあり、自分
の妊娠やお産を振り返って思うことや育児をスタートした気持ち
など、たくさんのことが自由に書かれています。お母さん同士、お
産や育児体験の気持ちをシェアすることで、自分と同じ気持ちの存在を知ることにもな
ります。また、ノートには母親としての我が子への愛情が詰まっている文章がいっぱい
で、読んでいる私たちもウルッとし
て胸が熱くなることもあります。「こ

こで産んで良かった」、「次の出産もまた来ます」などの言葉は、とてもあり
がたく、私たちの日々の活力にもなっています。
　命を生み育むことは、簡単ではありません。人知れず育児に悩み、つま
ずき、不安になり、それでも子どもを愛しく思い、泣いて笑ってお母さんに
なっていきます。赤ちゃんがお母さんにしてくれるのです。私たち産科ス
タッフは、今もこれからもお母さんと赤ちゃんを全力でサポートしていき
ます。

時間のある時に自由に
書いてもらっています

助産師からのメッセージと、ママたちの思いが詰まったノートです

寄贈していただいた
介助型車椅子

公益財団法人村岡財団理事長
村岡様に感謝状を贈呈する

松本院長
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新型コロナウイルス感染拡大の防止を
目的とした緊急対応について（お知らせ）

認知症予防, 腰・膝痛予防, 肩こり体操などを紹介

当面の間、診療などを制限・停止とするもの（制限・停止期間）

院内デイケア　～認知症予防に向けた取り組み～

　2025年には認知症の方が700万人を越え、65歳以上の高齢者のうち４人に１人が認知症または予備群と言われています。認
知症になり生活に困難を感じている方、それを支えている家族はたくさんいます。また、認知症の方が病院へ入院することも多く
なっています。
　当院では、認知症予防に向けた取り組みとして、週に１度リハビリ体操や季節のイベントなどの院内デイケアを実施していま
す。この取り組みの目的は、入院生活でADL（日常生活動作）低下あるいは認知症発症・進行が予想される患者さまに活動
的かつメリハリのある生活を過ごしていただくことで、安全で安定した治療や療養、および精神的・身体活動的維持向上を図
ることです。また、院内デイケアの運営は、専門知識のある認知症看護認定看護
師、精神保健福祉士、認定認知症領域検査技師、作業療法士によって行われてい
ます。多角的な視点から個々の患者さまに丁寧に対応させていただき、術後せん妄
症状※１やBPSD症状※２軽減にもつながっています。
　当院では、地域ニーズに合った取り組みを積極的に実施していきます。

　県内に緊急事態宣言が発令され、当院でも地域における新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために必要な対
策に取り組んでいます。
　つきましては、感染拡大の防止を目的として、下記のとおり緊急対応をさせていただくこととなりました。また感
染予防を目的として、来院される全ての方に体温チェックを実施しています。
　大変ご迷惑をお掛けいたしますが、皆さまのご理解ご協力をお願いいたします。

※１　意識・精神機能障害の一種で、注意力や思考力の低下、見当識障害、幻覚や興奮
　　  状態などが発症します。
※２　徘徊、焦燥感、不潔行為などの行動や心理状態を示します。本人の性格や環境、
　　　心理状態によって症状は様々で、それぞれ個人差があります。

菊川病院HP

●人間ドック・健康診断（令和２年５月末までを予定）
●胃カメラ等の内視鏡検査（緊急時を除く）（令和２年５月末までを予定）
●肺機能検査（未定）
上記対応は随時変更されますので、詳細は右記QRコードより当院ホームページをご確認ください。

新型コロナウイル
ス感染症

感染拡大防止対策

きくがわ体操

菊川いきいき体操

おはようございます・こんにちは・こんばんは。

菊リハ
チャンネル
菊リハ
チャンネル

５月から来年３月まで
当院ホームページにて
リハビリテーション科職員が
毎月予防動画をお届けします。
自宅で出来る内容と
なっているのでお気軽に
楽しみながらやってみて
ください。
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迎
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新年度を迎えて

副院長就任のご挨拶

院長　松本　有司
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な
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と
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。
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副院長　内山　隆

全国的に緊急事態宣言が発令され、外出自粛を求められる今、
当院からは健康維持のための自宅で体を動かす方法をご紹介いたします。
ぜひ、ご自宅で実践してください。STAY HOME

お家で過ごそう！
STAY HOME
お家で過ごそう！



ほすぴあ No.85 きくがわ病院だより3 2ほすぴあ No.85 きくがわ病院だより

新型コロナウイルス感染拡大の防止を
目的とした緊急対応について（お知らせ）

認知症予防, 腰・膝痛予防, 肩こり体操などを紹介

当面の間、診療などを制限・停止とするもの（制限・停止期間）

院内デイケア　～認知症予防に向けた取り組み～

　2025年には認知症の方が700万人を越え、65歳以上の高齢者のうち４人に１人が認知症または予備群と言われています。認
知症になり生活に困難を感じている方、それを支えている家族はたくさんいます。また、認知症の方が病院へ入院することも多く
なっています。
　当院では、認知症予防に向けた取り組みとして、週に１度リハビリ体操や季節のイベントなどの院内デイケアを実施していま
す。この取り組みの目的は、入院生活でADL（日常生活動作）低下あるいは認知症発症・進行が予想される患者さまに活動
的かつメリハリのある生活を過ごしていただくことで、安全で安定した治療や療養、および精神的・身体活動的維持向上を図
ることです。また、院内デイケアの運営は、専門知識のある認知症看護認定看護
師、精神保健福祉士、認定認知症領域検査技師、作業療法士によって行われてい
ます。多角的な視点から個々の患者さまに丁寧に対応させていただき、術後せん妄
症状※１やBPSD症状※２軽減にもつながっています。
　当院では、地域ニーズに合った取り組みを積極的に実施していきます。

　県内に緊急事態宣言が発令され、当院でも地域における新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために必要な対
策に取り組んでいます。
　つきましては、感染拡大の防止を目的として、下記のとおり緊急対応をさせていただくこととなりました。また感
染予防を目的として、来院される全ての方に体温チェックを実施しています。
　大変ご迷惑をお掛けいたしますが、皆さまのご理解ご協力をお願いいたします。

※１　意識・精神機能障害の一種で、注意力や思考力の低下、見当識障害、幻覚や興奮
　　  状態などが発症します。
※２　徘徊、焦燥感、不潔行為などの行動や心理状態を示します。本人の性格や環境、
　　　心理状態によって症状は様々で、それぞれ個人差があります。

菊川病院HP

●人間ドック・健康診断（令和２年５月末までを予定）
●胃カメラ等の内視鏡検査（緊急時を除く）（令和２年５月末までを予定）
●肺機能検査（未定）
上記対応は随時変更されますので、詳細は右記QRコードより当院ホームページをご確認ください。

新型コロナウイル
ス感染症

感染拡大防止対策

きくがわ体操

菊川いきいき体操

おはようございます・こんにちは・こんばんは。

菊リハ
チャンネル
菊リハ
チャンネル

５月から来年３月まで
当院ホームページにて
リハビリテーション科職員が
毎月予防動画をお届けします。
自宅で出来る内容と
なっているのでお気軽に
楽しみながらやってみて
ください。

　
新
型
コロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
と

も
に
こ
の
よ
う
な
形
で
、新
年

度
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
い
も
寄
り
ま
せ
ん
で
し

た
。人
類
は
元
々
自
然
を
敬

い
、自
然
と
う
ま
く
共
存
し

て
き
た
は
ず
で
す
。し
か
し
、

い
つ
の
間
に
か
自
然
と
離
別

し
、そ
れ
を
破
壊
し
、自
然
の

中
の
生
態
系
を
狂
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
ま
さ
に
、人
類
の
生
態
系
が
ウ
ィ
ルス
に

よ
り
侵
さ
れ
て
い
ま
す
。現
代
文
明
が
栄
え
た
欧
米
の
大
国
が
ウ
ィ
ルス
に
こ
れ
程
弱
い

と
は
誰
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。グ
ロ
ー
バル
化
や
自
由
な
流
通
が
感
染
拡
大
の
温
床

と
な
り
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
は
結
ば
れ
て
い
ま
す
が
、そ
こ
に
は
愛
や
慈

悲
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
今
こ
こ
に
一
緒
に
居
ら
れ
る
こ
と
、こ
の
つ
な
が
り
に
こ
そ
感

謝
し
、相
手
に
対
し
て
は
敬
意
と
思
い
や
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。感
染
者
や
濃
厚
接
触

者
への
興
味
本
位
の
詮
索
や
誹
謗
中
傷
は
、厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ウ
ィ
ル

ス
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
る
と
、「
他
者
の
た
め
に
生
き
る
」と
い
う
人
間
の
本
質
を
見

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。本
当
の
幸
せ
と
は
、怒
り
や
悲
し
み
や
怖
れ
に
左
右
さ
れ
な
い
、

自
分
の
中
の
平
和
と
安
定
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。あ
な
た
の
中
に
平
和

と
安
定
が
な
け
れ
ば
世
界
を
救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ウ
ィ
ルス
に
対
し
て
は
怒
り
を

も
っ
て
戦
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。弱
い
人
間
同
士
が
つ
な
が
り
合
い
助
け
合
う
こ
と

で
、ウ
ィ
ルス
に
隙
を
与
え
な
い
人
類
の
結
束
力
が
今
ま
さ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

驕
り
を
捨
て
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
、今
後
ウ
ィ
ルス
と
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
け
ば

い
い
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
当
院
は
、院
内
感
染
対
策
の
徹
底
と
と
も
に
、危
機
的
状
況
に
対
応
し
う
る
事
業

継
続
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。職
員
と
病
院
を
守
る
こ
と
が
地
域
医
療
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、自
制
心
を
持
っ
た
行
動
で
こ
の
地
域
が
医

療
崩
壊
に
至
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新年度を迎えて

副院長就任のご挨拶

院長　松本　有司

　
本
年
度
よ
り
副
院
長
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
一
外
科
医
と

し
て
診
療
に
専
心
し
て
お
り

ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
よ
り

広
い
視
野
で
病
院
に
貢
献
し

な
く
て
は
と
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　
ま
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
医
療
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
菊
川
市
は
と
て
も
美
し
い
街
で
す
。緑
に
恵
ま
れ
、温
か
な
人
た
ち
に
囲
ま
れ
、私
の

子
ど
も
達
も
菊
川
大
好
き
っ
子
に
育
ち
ま
し
た
。子
ど
も
達
に
と
っ
て
、愛
す
べ
き
故

郷
が
あ
る
こ
と
は
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　
私
は
２
０
０
３
年
か
ら
菊
川
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
の
で
、医
師
人
生
の
半

分
以
上
を
菊
川
で
過
ご
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。私
自
身
は
浜
松
市
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
が
、医
師
と
し
て
は
大
半
を
菊
川
市
で
育
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。ご
恩
返
し
を
す
る
良
い
機
会
が
来
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
昨
年
、松
本
院
長
が
就
任
さ
れ
た
際
に
、お
話
の
中
で
経
営
改
善
と
組
織
文
化
の

育
成
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。と
て
も
心
を
動
か
さ
れ
、以
来
ど
の
よ
う
に
す
る
べ
き
か
考

え
て
き
ま
し
た
。最
適
解
は
ま
だ
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、自
ら
は
上
善
水
の
如
し
、水
の

よ
う
に
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
は
万
物
に
利
益
を
与
え
な
が
ら
も
、他
と
争
わ
ず
器
に
従
っ
て
形
を
変
え
、自
ら

は
低
い
処
に
流
れ
て
そ
こ
に
お
さ
ま
る
。最
高
の
善
と
は
水
の
よ
う
で
あ
る
と
老
子
は

説
き
ま
し
た
。そ
こ
に
あ
る
柔
軟
性
と
謙
虚
さ
は
、今
の
難
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
る

鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
性
格
や
力
量
か
ら
、あ
ま
り
尖
っ
た
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。賢
者
の
言
葉
を
も
っ

て
自
ら
を
律
す
る
の
は
不
遜
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
の
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
様
な
気

も
し
ま
す
。目
立
た
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
、微
力
な
が
ら
病
院
や
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
役
に

立
て
ら
れ
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
今
後
と
も
菊
川
病
院
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副院長　内山　隆

全国的に緊急事態宣言が発令され、外出自粛を求められる今、
当院からは健康維持のための自宅で体を動かす方法をご紹介いたします。
ぜひ、ご自宅で実践してください。STAY HOME

お家で過ごそう！
STAY HOME
お家で過ごそう！



地域医療支援課／ TEL 0537-35-2344・FAX 0537-35-2843
健 診 セ ン タ ー／ TEL 0537-36-5585
家庭医療センター／ TEL 0537-73-2267・FAX 0537-73-5557

TEL 0537-35-2135（代表）
FAX 0537-35-4484

●医師の異動などにより、予告なく変更となることがあります。
●予約変更時間　15:00～16:00　（各科にお問い合わせください）
●入院患者さま面会時間　14:00～20:00 
●「◎」印は診療科長、「○」印は医長、「△」印は非常勤医師を表します。
●緊急手術や、学会等への出席のため、担当医師の変更や休診する場合がありますので、ご確認ください。
●他の医療機関から当院へ受診される方は紹介状をご持参ください。 
●内科以外の初診については、紹介以外でも受付が可能です。
●11:00以降の時間内救急は担当者が状態をお聞きした上で緊急を要する方のみ診療となります。

受付時間は各診療科・曜日によって異なりますが、原則8：00～11：00（土、日、祝日は休診）です。
必ず各診療科の特記事項（表の最右欄）で確認してください。

外  来  診  療  担  当  医  表菊川市立総合病院 令和２年 5月 11 日現在

先
せ
合
問
お

新任医師

退任医師 ありがとうございました。

よろしくお願いいたします。（R２.4.1付け）

内科
杉本 雄哉

内科
平野 雄一

精神科
藤田 宏治

精神科
野島 悠有

家庭医療科
猪狩 芽未

整形外科
鈴木 隆辰

動
異
師
医

（R１.12.31付け） 家庭医療科／綱分 信二
（R２.３.31付け） 整形外科／宮本 繁之　　内　科／芹澤 亜紗美
  精 神 科／髙木 英昌　　精神科／黒宮 恵
　　　　　　　　　※精神科 黒宮医師は非常勤として、引き続き診療いたします。　　
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人工呼吸器といっても色々あります
臨床工学科　宮原　孝典

　我々臨床工学技士の業務の中に、人工呼吸器の操作（医師の指示のもと）、保守管理があります。
人工呼吸器は、酸素を体の中に上手く取り込めない、二酸化炭素を体の外に排出できない、と言った呼吸障害
のある患者さまに装着し、息苦しさを軽減するために使用するものです。ただし患者さまの病態に合っていない
使い方をすると呼吸筋疲労を引き起こし、人工呼吸器を外せなくなってしまうこともあります。そのため、呼吸器
使用中は生体情報モニタなど色々な機械を駆使しながら、また患者さまが苦しい表情をしていないかなど観察し
ながら、常に患者さまの状態を把握し、呼吸状態にあった使い方をしなければなりません。また、呼吸器のディ
スプレイに表示される呼吸波形（患者さまの呼吸状態）の小さな変化を見逃さない知識と注意力も必要となります。
　我々臨床工学技士は、一つの情報に捉われることなく、様々な情報に目を向け、質の高い治療を行うため、日々
業務にあたっています。
　さて、人工呼吸器とひと言で言っても色々な種類があるのはご存じでしょうか？
　分類としては侵襲的人工呼吸と非侵襲的陽圧換気の二つに大きく分けられます。
　侵襲的人工呼吸とは、口の中（気道）に管を入れ（挿管）、管と機械とをつないで患者さまに代わって機械が
呼吸を行う、または患者さまの呼吸を助けてあげる換気方法を指し、それを行う機械を人工呼吸器と呼びます。
　一方、非侵襲的陽圧換気とは、体に直接何かを入れたり切開などして体を傷つけたりすることなく、マスクを
患者さまに装着し、呼吸を助ける換気方法を言い、マスク換気とも呼ばれています。在宅での呼吸療法として用
いられることもあります。この方法で行う機械も人工呼吸器と呼びます。
　この二つはいずれも自力での呼吸が不十分になってしまった時に呼吸を助けるために使用しますが、それぞれ
一長一短があり、患者さまの状態により使い分けられます。
　侵襲的人工呼吸は、挿管、もしくは気管を切開しなければなりません。体に大きな負担をかけますが、自力
での呼吸ができなくても機械が呼吸の肩代わりをしてくれ、マスク換気と違い安定した換気を行うことができま
す。また、換気モードという患者さまの疾患、状態に合わせて呼吸を行うことができるモード（選択肢）が多
数あり、患者さまの状態に適した呼吸を行うことができます。
　非侵襲的陽圧換気は体に直接的処置を施さなくて良く、マスクを装着するだけで良いため簡便で、会話もでき
ます。しかし、患者さま自身が呼吸（自発呼吸）できる状態でなければ適応できません。また、マスクの装着
による違和感や、常に風が口元に吹き付ける不快感により、耐えられず適応できない患者さまもしばしば見られ
ます。
　人工呼吸器と言っても患者さまの呼吸様式は個人で異なるため、その患者さまに合った呼吸器、呼吸方法を
見極めることが重要です。
　今回は人工呼吸器の分類のみの話でしたが、少し呼吸器に興味を持っていただければ幸いです。

7 ほすぴあ No.85 きくがわ病院だより

挿管 マスク換気

ウイルスには「ワクチン」で予防を
　2 0 2 0年 4月の時点で新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）は全世界に広がり、感染者、死亡者を増やし
ています。この見えないウイルスに対し、どうにか打ち勝とう
と、全世界が協力しながら、研究が進んでいます。感染して
もすぐに治るような治療薬が望まれています。また、流行して
も感染しない、感染しても病気が重篤にならない「ワクチン」
の開発が進んでいます。特定のウイルスに対しては、適切な
「ワクチン」を接種することで、感染を予防することができる
のです。

HPV（ヒトパピローマウイルス）って知っていますか？
　HPV（ヒトパピローマウイルス）とは、皮膚や粘膜に感染す
るウイルスで、100以上の種類があります。その中で15種類
ほどは子宮頸(けい)部に感染し、子宮頸がんを引き起こしま
す1)。日本では毎年約１万人の女性が子宮頸がんにかかり、
約3,000人が亡くなっています。近年では、特に20～40歳の
若い方で子宮頸がんにかかる方が増加しており、子宮頸が
んの治療として子宮を摘出する方や、残念ながら亡くなる方
が増えています。

HPVにはワクチンがあります！
　このHPVに対して、HPVワクチンが開発され、このワクチ
ンを接種することで、特定の型のHPVの感染が予防できま
す。子宮頸がんを引き起こすHPVに感染しなければ、子宮
頸がんにかかる危険性は低くなります。
　日本では「子宮頸がん予防ワクチン」として紹介され、
2010年から公費助成による接種が開始となり、2013年から
は定期接種（予防接種法という法律に基づいて接種をお勧
めするもので、原則無料で接種できる）となりました。そして、
ワクチンによる実際の有効性が確認され始めています。ある
国内の研究では、ワクチンを接種した方では接種してない方
に比べて、子宮頸がん検診で前がん病変（がんになる前の
状態、進行すると子宮頸がんになる）と診断される割合が少

ないことが分かっています2)。

HPVワクチンの現状
　一方、HPVワクチン接種後に様々な症状を起こす方がい
たため、2013年6月に厚労省はHPVワクチンを積極的には
お勧めしないことにしました。現在も定期接種は続いていま
すが、接種する方は激減しています。その後、様々な全国調
査が進み、症状の出た方の相談体制や救済制度が整った
ため、日本産科婦人科学会はHPVワクチン接種のお勧めを
再開するように要望する声明を出しました。

HPVワクチンの接種のお知らせが再開されます
　そして、2020年1月の厚労省の会議で動きがありました。
HPVワクチンの定期接種対象者（小学6年生から高校1年
生相当の女子）およびその保護者に対し、ワクチンに対する
お知らせを行う方針となったのです3)。HPVワクチンは公費
によって接種できるワクチンであり、接種について検討・判断
するための有効性・安全性の情報や、接種を希望した場合
に必要な情報を、広く知ってもらう必要があると確認されまし
た。

HPVワクチン接種の相談ができます
　2020年4月現在もHPVワクチン（子宮頸がん予防ワクチ
ン）は定期接種ですが、厚労省は積極的にお勧めしない、と
しています。一方で、対象者のご家庭にはワクチンのご案内
が開始されます。ワクチンを接種するか、しないかに関わら
ず、まずは、みなさんにワクチンのことをよく知ってもらいたい
ということだと思います。

　菊川市立総合病院産婦人科および菊川市家庭医療セン
ターでは現在も引き続きHPVワクチンの接種や相談を受け
付けています。今後、新型コロナウイルス感染症が落ち着い
たら、無料の相談外来や勉強会などを行っていきたいと考え
ています。その際には病院ホームページや広報誌などに告
知する予定です。
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人工呼吸器といっても色々あります
臨床工学科　宮原　孝典

　我々臨床工学技士の業務の中に、人工呼吸器の操作（医師の指示のもと）、保守管理があります。
人工呼吸器は、酸素を体の中に上手く取り込めない、二酸化炭素を体の外に排出できない、と言った呼吸障害
のある患者さまに装着し、息苦しさを軽減するために使用するものです。ただし患者さまの病態に合っていない
使い方をすると呼吸筋疲労を引き起こし、人工呼吸器を外せなくなってしまうこともあります。そのため、呼吸器
使用中は生体情報モニタなど色々な機械を駆使しながら、また患者さまが苦しい表情をしていないかなど観察し
ながら、常に患者さまの状態を把握し、呼吸状態にあった使い方をしなければなりません。また、呼吸器のディ
スプレイに表示される呼吸波形（患者さまの呼吸状態）の小さな変化を見逃さない知識と注意力も必要となります。
　我々臨床工学技士は、一つの情報に捉われることなく、様々な情報に目を向け、質の高い治療を行うため、日々
業務にあたっています。
　さて、人工呼吸器とひと言で言っても色々な種類があるのはご存じでしょうか？
　分類としては侵襲的人工呼吸と非侵襲的陽圧換気の二つに大きく分けられます。
　侵襲的人工呼吸とは、口の中（気道）に管を入れ（挿管）、管と機械とをつないで患者さまに代わって機械が
呼吸を行う、または患者さまの呼吸を助けてあげる換気方法を指し、それを行う機械を人工呼吸器と呼びます。
　一方、非侵襲的陽圧換気とは、体に直接何かを入れたり切開などして体を傷つけたりすることなく、マスクを
患者さまに装着し、呼吸を助ける換気方法を言い、マスク換気とも呼ばれています。在宅での呼吸療法として用
いられることもあります。この方法で行う機械も人工呼吸器と呼びます。
　この二つはいずれも自力での呼吸が不十分になってしまった時に呼吸を助けるために使用しますが、それぞれ
一長一短があり、患者さまの状態により使い分けられます。
　侵襲的人工呼吸は、挿管、もしくは気管を切開しなければなりません。体に大きな負担をかけますが、自力
での呼吸ができなくても機械が呼吸の肩代わりをしてくれ、マスク換気と違い安定した換気を行うことができま
す。また、換気モードという患者さまの疾患、状態に合わせて呼吸を行うことができるモード（選択肢）が多
数あり、患者さまの状態に適した呼吸を行うことができます。
　非侵襲的陽圧換気は体に直接的処置を施さなくて良く、マスクを装着するだけで良いため簡便で、会話もでき
ます。しかし、患者さま自身が呼吸（自発呼吸）できる状態でなければ適応できません。また、マスクの装着
による違和感や、常に風が口元に吹き付ける不快感により、耐えられず適応できない患者さまもしばしば見られ
ます。
　人工呼吸器と言っても患者さまの呼吸様式は個人で異なるため、その患者さまに合った呼吸器、呼吸方法を
見極めることが重要です。
　今回は人工呼吸器の分類のみの話でしたが、少し呼吸器に興味を持っていただければ幸いです。
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菊川市立総合病院広報

新たに20人の職員が誕生！

〒439-0022 静岡県菊川市東横地 1632番地　TEL：0537-35-2135(代 )・FAX：0537-35-4484
URL　https://www.kikugawa-hosp.jp

　新年度への気持ちを新たにする一方、新型コロナウイルス
感染症の先行きが見通せない中でのスタートとなった４月１日、
医師、看護師、医療技術職、事務職のフレッシュな20人が菊川
市立総合病院の職員として新たに加わりました。
　菊川市立総合病院は、感染症対策を徹底し、何よりも大切な皆さまの命と健康を守り、今後も地域の皆
さまが安心して暮らせるよう職員一丸となって努力します。

令和 2年 5月21 日発行

　当院にある産科「ルピナス」を皆さまご
存じでしょうか？
　今年度のホスピアでは、ルピナスで働く助
産師から、当院産科の紹介や助産師の仕事
などを「ルピナス通信」としてお届けします。

お母さんと赤ちゃんを全力でサポートします

　３月16日、公益財団法人村
岡財団様より介助型車椅子
を寄贈していただきました。
　寄贈いただいた車椅子は、
当院患者さまの介助に活用
し、大切に使用させていただ
きます。ありがとうございま
した。

公益財団法人　村岡財団様より介助型車椅子を寄贈 (有)松下シート様より菊川市家庭医療センターに
フェイスシールドとガウン型エプロンを寄贈
　４月27日、(有)松下シート様より菊
川市家庭医療センターにフェイス
シールド50枚とガウン型エプロン10
枚を寄贈していただきました。
　寄贈いただいた防護具は、大切に
使用させていただきます。ありがとう
ございました。

あかっち
クリニック菊川病院

菊川病院HP

Lupinus communication vol.1

（松本院長（前列中央）及び新規採用職員　集合写真）

恒例となった桜の木の下での写真撮影。
この数日後、今年もきれいに開花しました。

寄贈いただいたフェイスシールドと
ガウン型エプロン
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ルピナス通信

　当院産婦人科は、約10年波瀾万丈、山あり谷ありの期間でした。
　産婦人科医の退職によって院内助産所ルピナスを設け、約１年間助産
師のみでリスクの少ない分娩を受けていた期間もありました。ルピナス
は、春から初夏にかけて青や紫、白や黄色など色とりどりの花を咲かせ、
『いつも幸せ』、『あなたは私の安らぎ』、『母性愛』などの花言葉を持ちま
す。助産所の愛称にぴったりだと思いました。
　その後、医師による産科が再開し現在に至っています。現在、産婦人科
外来と病棟は、運営が一元化されており、外来から入院、そしてまた外来
と、同じスタッフで関わらせていただいています。患者さまにとって、見た
ことのあるスタッフが常に身近にいるように感じてくださればいいなと思
います。
　入院中、産科スタッフは、お母さんと赤ちゃんに時間をかけてゆっくり関
わることで、アットホームな雰囲気で入院生活を過ごしていただけるよう心
掛けています。一例一例、一つとして同じお産はありません。人には、それぞれ『生まれ方』があります。お
母さんにとっても赤ちゃんにとっても、貴重な一例のお産に関わらせていただけることは、助産師の特権
であり、幸せでもあります。
　出産後は、母児同室でお母さんが赤ちゃんとの生活に慣れ、授乳やオムツ交換など、育児全般の練習

を始めます。入院中の部屋には自由に書けるノートがあり、自分
の妊娠やお産を振り返って思うことや育児をスタートした気持ち
など、たくさんのことが自由に書かれています。お母さん同士、お
産や育児体験の気持ちをシェアすることで、自分と同じ気持ちの存在を知ることにもな
ります。また、ノートには母親としての我が子への愛情が詰まっている文章がいっぱい
で、読んでいる私たちもウルッとし
て胸が熱くなることもあります。「こ

こで産んで良かった」、「次の出産もまた来ます」などの言葉は、とてもあり
がたく、私たちの日々の活力にもなっています。
　命を生み育むことは、簡単ではありません。人知れず育児に悩み、つま
ずき、不安になり、それでも子どもを愛しく思い、泣いて笑ってお母さんに
なっていきます。赤ちゃんがお母さんにしてくれるのです。私たち産科ス
タッフは、今もこれからもお母さんと赤ちゃんを全力でサポートしていき
ます。

時間のある時に自由に
書いてもらっています

助産師からのメッセージと、ママたちの思いが詰まったノートです

寄贈していただいた
介助型車椅子

公益財団法人村岡財団理事長
村岡様に感謝状を贈呈する

松本院長




